
数学月間懇話会（第20回）

日時●８月５日（月）13:00-17:00

１３：３０（10分間） 数学月間事始め 谷

13:40-15:10
●「算数・数学と生活や社会のつながりを実感 体験できる授業と、
 Do MATH 同志社中学校数学博物館」 園田毅（同志社中学校）

15:20-16:50
●「古代の数学エジプト紐と現代のピタゴラス三角形3分木」 亀井喜久男（愛知県立大）

16:50 理事長閉会挨拶 岡本和夫

（イタリアントマトに移動17:00-18:00 時間の許す方はご参加ください）                                                               

数学と社会の架け橋＝数学月間の狙いは、
諸分野で使われている数学の紹介です．

第3日目

数学月間企画講演会（第14回）
日時●2024年10月12日（土），13:30-16:00（開場13:00）

講演●統計的学習による知識発見型モデル構築への実践紹介
== AI電卓の自動機械学習による Kaggleへの挑戦 ==

講師●徐良為；SLW（Statistical Learning Workshop）代表

数学月間企画講演会（第15回）
日時●2024年11月26日，14:30ー16:30（開場14:00）

講演●社会に数学を活用するArithmerの活動
講師●大田佳宏；Arithmer株式会社 代表取締役社長兼CEO

予告「秋の企画講演会」 場所●東京大学駒場キャンパス，数理科学研究科棟002教室

２０２４．８．５
K. Tani



■ 社会と数学の架け橋＝「数学月間」片瀬豊氏.2018年8月8日没（88歳）

在りし日の片瀬豊氏
京都大学数理解析研究所，教育数学研究集会にて

昭和24年発足した新制度東京大学教養学部在学中に，数学研究会を提唱結成．
そのメンバーは多士済々．数学月間の会がスタートしてからも，小林昭七，山崎圭次郎，飯塚幸三，
阿部龍蔵，竹内淳実，上野正，久保盛唯，などの方々と出会いご協力をいただいた．

東芝時代の片瀬さんは，東芝の屋台骨である照明事業部で，技師長，事業部長を歴任された．
得意の数学で品質管理に成功を収めたと聞いております．イランのパーツ東芝の工場でも活躍，
その後，今治にあるハリソン東芝の社長（現.東芝ライテック）になられました．

愛媛県，松山は正岡子規ゆかりの地で俳句文化の地．俳人片瀬さんはこのころに始まった．
俳句を作るように課題を絞り出す3原則法，読書会，技術道場，そして，時には俳句会，
片瀬社長の活躍と，人の育成に熱心だった（当時をともに過ごした尾木純氏の証言）．

「照明学会百年史」への片瀬さんの寄稿「シールドビーム反射型電球の開発」には，
「ＮＨＫスタジオの近距離でワイドに広がる照明に関し，数学的推敲を重ねた結果、
反射面でも、屈折媒体でも光を精密且つ均一に広げることができる方程式に思い至った」．
片瀬豊，小瀬明「反射型の投光用電球，反射面或はレンズの設計方法」（昭和38年照明学会誌）．
（竹内淳実，飯塚幸三氏の証言）．

片瀬さんは大変なアイデアマンで，照明学会など照明4団体の「あかりの日」（エジソンの発明を記
念して10月21日 ）制定にも係わっています．
現在でも，「あかりの日」には，ポスター・コンクールとか，にぎやかなイベントがあります．
電球からLEDに時代は変わりましたが「あかりの日」のアピールは成功しています．
「数学月間」が隆盛となる日々を片瀬さんは「あかりの日」に重ねて描いていたことでしょう．

竹内さんが，神田の鮨屋に着いたのは，2004年春のまだ寒い時節だった．「小林昭七さんが久しぶりに
帰って来る．集まらないか」と，片瀬さんが電話で誘ったのだった．神田の鮨屋（片瀬の俳句仲間）に集まった
のは，片瀬豊，小林昭七，山崎圭次郎，竹内淳実の4名．この場で，小林さんより，米国の「数学月間」
MAM(Maths Awareness Month)の話が出た（竹内の証言）．

数学月間事始



インターネット･ セキュリティ，持続可能性，
疫病，気候変動，大量データ

●1986年のレーガン宣言で始まった米国MAMは，
2017年からMSAMになった．（Statisticsが加わる）

現実世界の問題に対処するために，統計学の重要度が増した．

数学と統計学は，新しいシステムや方法論が複雑化し続ける
技術分野において，イノベーションの重要な推進力になっている．

●レーガン大統領宣言（1９86年）は格調高い→ 米国MAM始まる

「およそ 5 千年前に始まった数学的叡智は進歩を遂げ，今日の社
会を支えている」と述べ，すぺてのアメリカ人に対し，数学と数学的
教育の重要性を実証する国家的行事への参加を要請している．

●レーガン宣言の背景にある米国の焦り
1950年～1980年の日本は，Dr. Demingの品質管理手法を
TQCやQCサークルに発展させ品質で米国を越えていた.

科学
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芸術
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人文科学

純粋数学

応用数学

数学月間流視点：社会の諸分野に足場を置き，数学を見る

人文科学分野まで含めて「統計学」が，すべてを飲み込む勢いだが，
基本は「線形代数」「微積分」にあることを忘れてはならない。



数学的構成要素
ロシア科学アカデミー，ステクロフ数学研究所発行；Математическая Составляющая 

大幅増補の第2版；2019年11月（367ページ）     『数学的構成要素』
17,000部発行の初版は，啓蒙賞(2015)とロシア科学アカデミー金メダル(2017)を受賞．
我々周囲の「物」や「事」が，数学と無縁ではないことを，応用事例で説明している．
ロシアの数学教育は，学校カリキュラムとは別に，日常の事例や遊びの中に，
数学を発見させる（実践応用力）を重視している．数学オリンピックもこの流れにある．

■ 応用例から見る数学の構成要素

文科省「学習内容と日常生活との関連性の研究」調査研究事業報告書（数学班統括：岡部恒治)，（2007.3）
事例集抽出ソフト作成（数学月間の会；尾木純,片瀬豊）

日本の
先行事例

注） （）内数字は，本書の対応するページ

数学の分類 応用

解析 11例

初等幾何学 解析幾何学  37例

幾何学 位相幾何学 14例

論理学 数学の基礎 ４例

代数学 10例

数論 ５例

微分方程式 数理物理の方程式 最適制御理論 10例

力学 5例

確率論 数理統計学 組合せ 9例

離散数学 6例

数学要素 応用
確率と組
合せ

確率 故障の検出 (22)

暗号への数学の応用 (36);
量子計算機科学 (38)
短い待ち行列の選択 (50)
テストの精度 (51)
言語統計 (186)
ランダムウォーク (170)
パターンはどのように起こる (178)
音楽モジュロ演算（202）

不変量 ≪15≫ゲーム（148）

グラフ
ケーニヒスベルクの散策からゲノム
の再構築まで(13)
インターネットの数学（16）

注）１つの応用例が複数の数学要素に対応する場合もある



応用：ゲノム組み立て
数学：オイラーサイクル、ハミルトンサイクル

応用：コンピュータネットワーク、生物学、金融
数学： 離散数学、グラフ理論 

ケーニヒスベルクの街歩きからゲノムの再構築まで インターネットの数学

・DNA断片からゲノムを組み立てる；シークエンシング

・10億個のジグソーパズルの組み立てのようなもの

・グラフ中で，オイラーサイクルを見つける問題［こちらは速い］

・グラフの各頂点を1回だけ通る閉じた道（ハミルトンサイクル）

　を見つける問題

・インターネットのグラフ;何十億もの頂点と辺で構成される

・頂点や辺は，常に，生成・消滅し変化しているが系は安定

・頂点の次数 d とすると，次数 d の割合は1/d
g， g=2.3

・ハブ（次数の高い頂点）の割合が臨界値内なら安定を維持
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